天橋刑場論 -民国北京の新聞・画報を主な資料として- by 大谷  亨
天橋刑場論 -民国北京の新聞・画報を主な資料とし
て-








































































（ マ マ ）
談師胡弓に合わ
せる癇































































































































































































































































































































（₂₁）　『晨報』人民出版社 、₁₉₈₀ 年、複製版、₂₅ 巻、₅₉₂ 頁。原文は「乘坐汽車經地安門，走西長安街，出宣
武門，由菜市口騾馬市西珠市口，奔天橋迤南，執行槍決。二犯沿路大唱，看熱鬧的跟隨喝彩。至前門大
街時，一犯在車內大嚷，令車慢開。并罵司機人曰：『你將車開的這們快，趕緊到了你沒事啦，我們也就
完了』。看熱鬧的齊聲叫好。」。
（₂₂）　注（₁₄）前掲書（『醒俗浅説報』）、₇₈₃₈頁。
（₂₃）　注（₁₄）前掲書（『北京画報』）、₇₆₈₂頁。
（₂₄）　同前書、₇₇₃₂頁。
（₂₅）　同前書、₇₅₂₂頁。この記事の内容も図３－１と同じく、実際に起きたことではない。
（₂₆）　先述の通り、『北京画報』の記事は₁₉₂₃年のものであり、注（₁₄）前掲書において登場した順番を参考に
記事間の新旧を判断している。
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（₂₇） 　図３－２、３－３、３－４の三例以外にも、「天橋－地域」の刑場の挿絵の多くは、図３－５がもとに
なっていると考えられる。例えば図２－１の挿絵もそうであろう。

